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167.出土資料の保存と活用

一前編一

はじめに

m~;から :11ょするi立物は、かつてそのものが作られ、

使われてきたH判にを物係る.nmな資本|である。そうし

たi立サ均{;1、 住民 L 、 IIIJ 十~111にtlllもれていたためにかえって

良好な状態で伐っているものや、地下水や土に含まれ

たいろいろな成分によ勺てもとの形がわからないほど

腐食したものなど、多微な劣化の様相を示している。

滋11 仏~tll\ÎI波文化財センターでは、これまで遺構や遺

物の保存処思を災総してきており、過去8年間におけ

る保存処理rrの実砲件数は、約6000件にのぼり、鉄製品

と木製品の;IPI合はそれぞれ全体の約40%ずつを占めて

いる.これらの:lI-t資料の保有-処訟が実施されること

により、資料の後列.がill:むとともに安定した状態で保

管でき、さらに制広い前mへの道が開けてくる。

i立物のJfiS食や劣化の状態{;1、遺跡の立地や地質的な

即時託環境が大きく彩符していると巧えられる。また、

発織にさいしてi立物が出土し大気中にさらされると、

遺物の多くはそれまでの照成政1境とは一変して急速に

劣化がiffiむ.

~fkd'''~N.現場にむいて、たとえば鉄製品や木製品な

どとくに公化を'迂けやすいill物が:11:l:・した幼合には、

木製品であれば念、微な i~(日誌を j雌け、<rr以拠品であれば

l位保させるなどそのm物の材nlニ応じた;I&-I)Jな応急処

iiq をとる必i~カfある 。

:11 Iてj立物の桃JlI!it:WI¥{こjiいて、通常のlrl(り扱いがで

きないほど劣化しているらのなどは、 ili物の強化処択

が必裂である.ニの';9¥化処;i'({;1、 j立物の材質に応じて

使用来品や彼~Yi舟IJの選択をする必要がある 。 ょうした

処ir( に rn~、る終Z怖u阜、必要な場合あとでIfi(リ除くこ

とができるらのを{J.l!JIlするのが保存処.Itのな・本となう

ている.

発f~i，泊1iカ占終了したあと、 ìI!í 1Ï';の均fT遺跡の調査区

域{;U*Jlめも どされるため、 i立跡やi立織を見る機会が限

られている.そこで、 iB械の械遣や生成過ねをよく示

しているj立仰や:1:/1併をそのままの形で保存する方法L

開発されており、 illhYtの復元にイj~1J >j:資料となる 。
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この小紛では、これまで保存処裂を笑鴻してきた逃

物を材質別に、金属製品、木製品、 t奈t余リ木製品、航

物質繊維製品、逃械の保存に大きく分綴しその保存処

理の笑施似lを紹介し 、さらに保管 ・活用についての問

題点を考えてみる。

10金属製品の保存

金属の劣化状態l以現政環境をとくにj支映 している。

出土する欽製品の多くは、サピが内部にまで及..i:とと

t Iこ 、 周辺の土が~!ÍiI習に付穏しサビの塊と化している

ことがある。いゥぼう湖底泣跡、などのf!:1i~~性起I跡、 tこ典

1¥'1的にみら九るもので、金属製品がいわゆる滋元(般

欠)状態で型II没し 、以降織成の変化をとくに'受けずに

~ê:Jf.ílされた場介 、 ほとんどサピによる変化1;1:見られず

金属貨の部分も良好な状態で残っていることがある。

鉄製品の保存処~作業は 、 まずサピの主悶となる K重

要nを|徐去することに始まる。この工ねはJJ見広処理IIと1呼

{まれ、~~アルカリ j存液に i立物を iWする方法が安'JJ占~的で

ある。

次に泌物のJf~ を見ながら土やサピをl収 1 ) 除く 。 xi娘

透過':4:点を搬彩し、サビの中にある泌物のlf;.1止を前も

って観筏することは、製作技法やl人j古誌の椛j1与について

の1)'J事Ilを符たり 、サピをどのぞM.lt除去すればよいかな

ど、処理!上のめやすを判。ることができる。

鉄器の出土状況

保存処理作業(接合)(彦根市葛篭北遺跡)

司v
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サビを取って形を削 1)1:1:1す作業のあと、巡物の~!Ìì化

のためにj威圧しながら核計斉1)を遺物の内部に佼み込ま

せ強化する。l1t物の表簡に樹sl'iを捻るだけでは内部に

空気が閉じ込められてしまうため、効保的な処理とは

ならない。この処iillは多数の迂i:物や断片を一指して行

うため、 111i!々のi立物については出土記録や総理搭号な

どを記入した札をや10けておくことが必要である。

折Hl部の接合と復元は、形状を充分把擬して、強度

の必要な部分にはエポキシ系按治則を使用する。保存

処理!後はi立物を乾世洗剤!とともに術開ケースに封入し保

管する必要がある。次に具体的な処里H似lをいくつか報

台する。

日華4浜市f;許制じi立粉、から出土した.lJt共(轡)の保存処

製でI;t. 、 :<1';'前E純資として X線のj霊;.@:'写真を.J1t1)j!~ し、鋭

しだ取り作業のための布IiJlJJ炎料として役立てた。 この鉄

総li、その内部にまで肉食が進行していたため、脱tit
処浬(水被化リチのム法)を級て造物の強化のため樹

脂(バラロイ VNAD-IO)の滅尽合佼処里1¥を泌iした。

JJj'li!!.lJ庁下:;YL古与1:111土の鉄製鍬先lま、:11;l二当初から多

数の断片としてJfl(リ上げられていた。千十|断片のサピ取

りを総てIli{Jl行の減圧含段後、まずf安定;できる|析片の按

令をおニない、欠航部はセルロ ース系桜泊知IJ(セメダ

イン C)に充焼却1("'7イクロパyレーン)を混合したも

ので*111充し絞j(;を行った。

曹司_iTfIt鶴宮

参...~.μ

保存処理前 保存処理後

(新旭町下平古境群出土)

鉄製の道具などは、もともと単一の材料だけで作ら

れているものは少なく 、手に持つ場令はもともと木製

の桝が付随しているものである。 しかしながら 、法没

後は水質が欽よリ平<fIJ8何することが多いため、欽と

木nがともに良好なi立存をすることはl限られている。

こうした鉄と木という組合せからなるi立物の例とし

て、守IJJ市小Ht~兵j立幼;:lJゴニの刀子や草津市北~rj立跡tl1

jこの主絞め処理1¥例か'ある。ニれらの泌物でl:i単に鉄総と

いう J二とで舵燥させるならば木質が収縮し変形するた

め、j察側 ・鮒Jj行;tt換法を用いて保存処毛l!を笑総した。



この方法はまず7)<をアルコールに部き検え、さらに いた。巡物強化に先だち、 Ti'銅製品の安定化をはかる

合成樹脂を浴かすことのできる務斉IJ (キシレン)に徐 ためベンゾトリアゾール法による防鋭処理!を笑砲した。

々に遺換して逃物中の水分を完会に取り除き、アクリ ベンゾトリアゾ-)レの 5%メチルアルコーJレ溶液に

ル系防JI旨 (バラロイ ドB-44)を水質に含校 し強化す 1 B波ii'(しておき 、次にまtli'liをかるく洗浄し乾燥させ

る方法である。 た。強化処置のための令成樹脂材料にはアクリル系樹

鎌はこの処裂によって、鉄郎と木伎の双方の新たな 11旨(バラロイド B-72)の10%トルエン溶液を減圧下

劣化をi控けて保存処理することができた。還元状態の で含浸させた。

下では、ょのように木'[1および金属伐の阿方が良<i立 磁化した鋭とその破片の核合聞はある程度新鮮な而

存している。こうした泌物は、当時の道具の形態をよ を持っていたため瞬間桜弘:剤(シアノアクリレート系)

〈示していることから、工具の変避を研究するうえで で鍛治した。この191Jの場合、現状~41~+守のため欠航;部の

数少ない食震な資料である。 充填はおこなわなかった。

左・柄付刀子(守山市小津浜遺跡出土)

右 ・柄付鎌(草津市北萱i議錫t出土)

鋭などの-11"銅h製品 L腐食を受It事!pい造物て・ある。I守

鉢1裂品の保存処型例として、 3長束町.j(:j!J!J'遺跡から，'B

二i二した鋭を紹介する。この鋭{止、径70m問、縁摩が約 3

酬の小11'!のもので、表耐{ま止に夜われ本体は腕食が様

j立にj並行し大変JI抱くな っていた。そこで巡物のlりJ釘i処

択と必化を中心、とした保存処駐を実地した。

保存処理前

保存処理作業(媛合)

〆

、、出 ご〉

唱、~，~ . 
a 

、芝
山. 

鋭而および銃千?に{寸れしていた土は、針先で.mffiに

除去し 、 S立背の文様を至~~:H させ、次に l悦指処理として

旅銀水に授けたのち乾燥させた。|皆川¥1の義lI.祭から鋭本

体には合』品質の苦1)分がすでになくなゥており、チョー

ク状に変化し取リ射止し、に支障をきたすまでに劣化して 保存処理後(栗東町高里子遺跡出土)
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2.木製品の保存

木製品l:t一般的に地下水の盟おな遺跡、で出土するた

め、双状維持のうえで乾燥をできるだけ避けることが

造物にと って必要となる。木製品が，'l-¥ニヒした場合、現

場における巧Q'.[:1最彩や笑iP.lJ医iの作成などをすみやかに

i汚ませ、71<でごlニや砂を十分に洗い流して取り上げる.

丸木舟や主I!築材など大型'1;{王製品の場介、!詑燥が進み

やすいためとくに注意し現状維持に努める.現場にお

いては、発砲硬質ウレタン樹脂で櫛包するニとによっ

て、 fl#つけることなく取り上げることができる.

保管にあたってはi立物を水消Itで保信:する場合、木

製品の大きさに合わせた水槽やコンテナを利用する. 

. JHJIにわたる保管には防l高知iJ(ホウ餓 ・ホウ砂)の使

用も可能であるが、できるだけ業制の使JTIIまj鐙けるこ

とが明ましい。木製品の一時保管や移送などには、原

子の:-r.リ袋に i遺物を封入し谷川:や毘~I:: を料品，~する方法

もある.

木製品の収蔵には大きな谷Mが必要・である。 IJ、きな

谷22の中に長時間水を替えずに級位して必くと、腐朽

がiffiみついには崩壊にいたる.腐朽がi丘んでむろくな

った木製品の場合、水終えの作~~II'に析たな;切れが生

じたり、川1てした跡があまくなゥたリする危険性が常

につきまとっている。とくにJIIω引じした木J波品は、 11:Ii

先的に十II.久的な保存処理の災仰が必品目である.

空

，三品ι_.. ・‘

丸木舟の取りよげ作業(彦根市松原内湖遺跡)
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木~品の保存処理方法として、現在では処理災績が

多い PE G (ポリエチレングリコール)含伐法が一般

的であり、処:Pll後は比較的安定でi古物の破片の様子トと

復元が可飽となリ、取り級いや保管がしやすくなる。

この処理J!刀法1:1、木製品の中に含まれる不安定な水

を、処:f1~JUI川のあいだにゆっくりとしかも完全に PE

Gに前き換えるものである。 PEGは水にi存け易いロ

ウ状のお分子化令物で、約40%ぐらいまでは宅訟でi書

けるが、それ以上になると50'Cから70t作成のlmi，誌が

必婆となる

処理中のi町立の'ITl.'r，11、 1j週間に 1四位皮PE Gi務

;伎を含佼例から係取して、そのi~J交を計測する.約 1

年間で 100%になるように設定した i~'H支勾|犯に沿って

PEGの投入を行う 。

処理11の終了ili:<では、 PE Gii於伎を 100%の状態で

しばらくおいてから合佼憎めなかの木裂liltを取リ ILlす

のが雌~である.つぎに木製品の表而にj~ 盛1Iに付治し

ている PEGを泌i坊で洗い流し、乾いた布などで丁$

にふきと勺てJ;(.PEGI主主溢で悶化するため、木

製品を安定した場所において内部にいたる肉化を待つ.

さらに処理P.，((後の木製品li、PEGカ'J"lfiiに残るた

め:.'~くな勺ているが、 i将司IJ (ト IJ7レン)て..)叩IIの洗

浄をおこなうことで、木らしい付n!~がむどってくる。

また水製品の，f(:1<はけはこ11寺より PEGの比前う〉だけ約

1.21詐mくなる。折mしたものや断片・とな った木製品

の場令、ニうした処J!llを実施することで断J~・の f農作が

でき、 i立物の If~ ，t}d足元が可能となる 次にこうした木

製品における')~際の保存処JlI\例を報:守する .

・圃，

P EG含浸処理裟鐙

a‘.~~，母ft $帽唱b 泊。附叫ω
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大津市南滋23迂J:跡出土の木履の場合、十数点;の断片

に分かれ、かつ!潟朽が相当illiんでいた。断片を寄せJR
めることで全体の形の復元が可能と考えられたため恒

久的な保存処理を笑泌することになった。保存処理の

方法は PEC合佼法とした。

処宅H表のフト:蹴の断片の核合l立、エポキシ系核計斉IJ(ア

ラルダイトラビット)を使用した。欠損部分の充淡に

は、エポキシ系桜元自制(アラルダイト CY -1252 J P) 

に?イクロバルーンと木Wiとを混合したものを用い全

体の復元にあたった。なお、7'0真昔ISの約色にはアクリ

ル絵の具を使用した。

事a

保存処理前 保存処狸後

木原 (大津市南滋賀遺跡出土)

次に彦fHili松原|勾iliJJj立跡出土の木製鍬先の保存処理It

jlílJ を紹介する 。 この泣幼:は、 IrI絞IJR内測に ïfii した i，I1JL~

および{s;沼地にあるニとから 、これまでの発制調査で

丸木舟・やJ~~~.など多くの木製品が，~Hニ仁している i宮町、で

ある。木製鍬先{j.、弥生H寺代後JUIの包含府からtUこ仁し、

i阪が挿入されたままの状態で出:1ーした。恒久的な保存

処旦II方法として PEG含む・法を採用した。

まず{寸前していた土を取り除いて不織布で制包し、

約 1年間 PEC含絞械に入れ処製を行った。合以・処理II
の終了後、j立物表聞に残った PECを、j谷育lJ(トリク

レン)で洗い流した。つぎに破おlを受けた随所をエポ

キシ系犠飛斉IJ(アラルダイトラピ y ド)で按新したが、

納の帝IS分については持った場合などやや力がかかるた

め、水のホゾを切m部に入tl補強した。

さらに欠損部にはエポキシ系桜稽剣(アラルダイ 卜

C Y 1252 J P)にマイク ロパルーンを加えた光撚剤を

用いて核合した。この充;慎剣は硬化後もナイフなどで

容易に削ることができる利点をもっている。

この木製鍬先は九州北msにみられる形態とさ tt、鍬

先、柄、鍬先の耳i(1)イτjけ材、棋の 4点の昔IS材からなっ

ている。新柄部の構造的なしくみとiliIJ作の技巧がとく

に{愛れている。

h ・
片づ0・'

木製鍬先の出土状況

保存処理前

保存処理作業(媛合)

保存処理後(彦根市松原内湖遺跡)
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3.漆皇室り木製品の保存 木製短甲l立、出土した当時かなり腐食が進み繁地が

漆は縄文時代から、おもに答務や装身具などの表面 軟化しており 11mれも生じていたため、発泡I硬質ウレタ

を針。るために使用されてきた。 i奈は非常・に安定した物 ン樹肪で綱包して取り上げた。さらにfli_久的な係存処

1I!でff~朽を受けることは少なく 、 漆主主り木製品の場合 組!として PEG含波法を録期した。短甲の断片は l年
ならば、紫地である水質が腐朽していることが多い。 rr自の PEGの含校期間をおいて処避し、表而処理後接

保存処理I!にあたっては、機肢の状態の良否を検討し{接 合をおこなった。

存処羽i方法を考えることが必嬰である。 これまで逃存している古代短中のほとんどは古墳の

話器塗リ木製品の保存方法には、 PEG含波法、 tr空 荷1)務局としての鉄製綴甲であり、木製短取の:H土例は

凍結乾燥法、溶剤 ・樹脂置換法などがあり 、i7，{肢の状 非常に少なく、木工、 i楽工必よぴ武具などの研究にお

悠や技法を考践して決定される。 PEG含波法なら(;1"、 いて抗議な資料である。

長H寺開高j昆下におかれt制英自体の収縮や亀裂が生じた 守山市古身西i立跡よリ

ヮ、素地の収縮によるt奈肢の制維などが起こる危険性 4趨島 出土した馳り蜘につ

カfある。

このように漆設り木製品の保存処理にはいろいろな

問題や務長麹があることは事災である。しかしながら、

とくに鴎桁が著しい造物については、素地の安定化を

はかるために恒久的な保存処理;ーを築地することが必要

である。次に ζ うしたi奈絵り木製品の保存処裂の笑例

を報告する。

彦根市松原内i~1迂èi亦から出土した然漆吉良り木製短月 I

{立、腐朽が秘i皮に進んでいたためその取りよげから保

存処理I!にいたるー迷の処理!を実絡した。

いては、液剤、樹Jl旨法で

保存処理を笑施した。

この漆主主 リ]経備は、古・

rrt~イ℃によくみられる形

態で、とくに歯の部分が

良〈述存していた。出土

後7Kirtけの状態で保管さ

れていたが、古歯の告11分が

税í'& し庁~~犬をmねる危|倹

伎があったため、合成樹

脂を造物の内部にf苦渋さ

せ、恒久的な保存処取を

この木製短中!;t.、子句幼時代前期の土若年とともに::11二lこ

し、市さ48.5cm、中高19.5cm、厚さ0.6-1.8cmをはかる。

材質はカエデ属で大木をくり抜いて作ったもので、立高

普11とl胴上半分はやや厚〈、胴下半分は祢〈削りだして

漆塗り竪櫛 笑施することにした。

(守山市吉身西遺跡) 水iWtの状態からアルコ

}影を終えている。また、とよるど ζ ろに小孔があけら ールで脱水し、さらにアルコ ールをキシレンに世き換

れ、返し縫いの手法を用いて-lll:M:状の Lのを縫った痕 え、次にアクリル系合成樹脂(バラロイド B. 44)の

跡がある 。この本自体は、後が染み込んでいたために 30%キシレン樹脈治fI?i.~I' に i古物を入tli計交処理t を絡し

11{湖:としてi立存していたものでゐる。袈HniIまやや摩〈、 た。その後造物を充分乾燥させ処理nを終えた。

長j[j/まiW<然j奈が全体に懲られている。 (中川l正人)

左木製短申出土状況

中 保存処狸イ乍幾(接合)

右保存処理終了

(彦根市松原内湖遺跡)
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